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わ
た
し
た
ち
が
利
用
で
き
る
の
は

地
球
上
の
淡
水
の
わ
ず
か

0
・
8
%
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「
水
の
惑
星
』
と
い
わ
れ
る
地
球
。
し
か
し
、
そ
の
水
の
約
幻
%
は
海
水
で
す
。
淡
水
は
お
よ
そ
3
%
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
も
淡
水
の
な
か
で
わ
た
し
た
ち
が
利
用
で
き
る
水
は
、
河
川
・
湖
沼
・
地
下
水
の
一
部
で
、

わ
ず
か
0
・
8
%
で
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
淡
水
の
ほ
と
ん
ど
は
、
南
極
や
北
極
の
氷
で
す
。
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生
命
の源

で
あ
る
水

期
待
さ
れ
る

海
水
の
淡
水
化

水
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
出
て
く

る
の
が
当
然
i

で
も
、
災
害
、
水

不
足
な
ど
不
測
の
事
態
に
遭
っ
た

と
き
に
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
人
間
は
も
と
よ
り
地
球
上
の

あ
ら
ゆ
る
生
物
に
と
っ
て
必
要
な

も
の
は
、
ま
ず
水
。
水
は
生
命
の

源
で
す
。
「
水
の
あ
る
暮
ら
し
は

当
た
り
前
」
で
は
な
く
、
「
水
は
暮

ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
」
と
し
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
水

を
無
駄
遣
い
し
な
い
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
水
資
源
開
発
の
一

つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の

に
、
海
水
の
淡
水
化
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
一
部
の
離
島
な
ど
で
生
活

用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

平
成
日
年
3
月
現
在
で
、
一
日
約

日
万
ぱ
の
淡
水
化
が
可
能
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
一
層
の
実
用
化

を
図
る
た
め
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な

ど
を
目
的
と
し
た
技
術
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福島蓬挙

lと当
計画給水能力・ 1臼/150t

福島室湾内に給水してい

ます。

計画給水能力・1日!1，280t

川辺、蒜笠、小高、中、

岩法寺の一部、南須釜、

吉、北須釜に給水してい

ます。

計画給水能力・ 18/500t

川辺と蒜生の一部に給水
しています。

計画給水能刀・ 1日/370t

竜崎と岩法寺の一部に結

水しています。

コップ3杯桂度

ですむ鵠みがきも、

水の流しぱなっし

では、30秒で、
約6Qのムダ。

すぐにできる家庭での節水対策

バケツ洗いなら

30 Q程度ですむ

洗車も、流しっ

放しのホース洗

いでは、 240Q 

以上の水が必

要です。

洗濯でも、ため

すすぎすれば1固

で110Qの水です

みます。注水すす

ぎだと165Qにも

なります。

の
使
う
水

な

い
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7J<~先トイレな

どでは、節水型

機器も開発され

ています。
(水洗タンク仁

水を入れたピン

などを沈める場

合はタンクの大

きさに合ったも

のを使ってくだ

さい)

洗面、炊事

には、水の出を

調節して…。
節水コマもあ

ります。

浴槽は小さなも

のでも200Q。残

り湯の半分くらい

は、洗濯・掃除・ま

き水に使えます。

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水
道
水
l
。
ご
の
水
は
、
ど
の
よ
う
な

し
く
み
で
私
た
ち
の
家
庭
に
給
水
さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

玉
川
村
の
よ
水
道
事
業
は
、
千
五
沢
タ
ム
、
大
谷
地
水
源
(
小
高
)
、

神
ノ
前
水
源
(
竜
崎
)
の
3
か
所
か
ら
取
水
し
て
皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
に

給
水
さ
れ
て
い
ま
す
。、

最
大
で

一

0
ト
ン

現
在
、
村
水
道
事
業
で
私
た
ち
に

給
水
で
き
る
能
力
は
、
一
日
当
た
り

最
大
で
2
，
3
0
0
ト
ン
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
数
字
は
、
あ
く
ま
で
も
条
件

が
良
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
水
不

足
な
ど
の
悪
条
件
が
あ
る
と
能
力
を

発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
叩
年
度
末
に
お
け
る
村
の
給

水
戸
数
は
、

L

5

6

1
戸
で
す
。
ま

た
、
給
水
人
口
は
5
，
9
0
5
人
で
、

村
の
全
人
口
で
除
し
て
得
た
村
の
給

水
人
口
の
割
合
は
竹
・

8
%と
な
っ
て

い
ま
す
。

年
間
の
給
水
量
は
、

6
0
8，
1

3
3
ト
ン
で
、
一
日
の
平
均
給
水
量

は、

I
，
1
6
6
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
日
一
人
当
た
り
の
給

水
量
は
2
8
2
・
1
4
と
な
り
ま
す
。

玉
川
村
は
、
上
水
道
事
業
の
ほ
か

に
山
小
屋
と
北
須
釜
奥
撫
・
三
蔵
地

区
を
給
水
対
象
と
し
た
須
釜
簡
易
水

道
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
日
当

た
り
1
7
0
ト
ン
の
計
画
給
水
能
力

で
約
5
0
0
人
余
り
の
方
々
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

し
よ
う

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
年
々

水
の
需
要
は
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
は
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
、
水
不
足
は
た
い
へ
ん
深
刻
な

問
題
で
す
。

水
は
、
限
り
あ
る
資
源
で
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
各
家
庭

で
の
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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い
よ
い
よ
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
印
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

「
介
護
保
険
」
も
身
近
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
役
場
健
康
福
祉
課

で
は
、
住
民
の
方
に
、
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
説
明
会
者
各
地

区
公
民
館
で
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
是
非
、
出
席
さ
れ
、
介
護
保

険
制
度
を
理
解
し
て
下
さ
い
。

又
、
今
回
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
、
手
続
き

の
方
法
も
紹
介
し
ま
す
。

平成11年8月

介護保険住民説明会予定表

四

区

A 
-;l:¥ 

A、
-;l:¥ 

公

地

山小屋、山新田地区

四

北須釜地区

区

区

区

区

岩法寺地区

区

南須 釜 地区

地

地

地

地

地

辻

生

崎

高

竜

士
一
u

→← 
菩在、

中

所

所

宮古

長官

長官

岩法寺農構センター

中生活改善センター

北須釜生活改善センター

玉川村就業改善センタ}

蒜生農構センター

民

民

民

/.入
品λ

公

集

24日(金)

※自分の地区で都合が合わないときは、

どの地区lこ出られても構いません

屋

集

辻

出奇

釜須

竜

士
口

山

午
後
7
時

1
8時
却
分

広報たまかわ
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ア
月
刊
日
(
巴
)
に
福
島
市
の
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
第
竹
山
口
交
通

安
全
ご
ど
も
自
転
車
競
技
福
島
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地

区
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
け
チ
i
ム
と
と
も
に
、
県
南
大
会
で

準
優
勝
し
た
玉
川
第
一
小
学
校
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
玉
川
第
一
小
学
校
チ
ー
ム
は
、
団
体
で
見
事
第
3
位

入
費
を
果
た
し
ま
し
た
。

初
入
賞
に
関
係
者
大
喜
び

個
人
は
、
須
藤
君
ア
位
、
永
林
君

8
位

競
技
会
は
、
学
科
と
安
全
走
行
、

実
技
走
行
の
3
種
目
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
技
走
行
で
は
、
あ
い
に

く
の
小
雨
模
様
と
い
う
悪
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

集
中
力
を
切
ら
さ
ず
、
見
事
な
走

行
を
披
露
し
ま
し
た
。

玉

一
小
チ
l
ム
は
、
調
整
も
良

く
全
国
大
会
出
場
を
ね
ら
え
る
力

を
付
け
て
お
り
、
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
し
た
が
、

2
年
連
続
全
国
大

会
優
勝
校
の
小
野
新
町
小
学
校
な

ど
に
阻
ま
れ
て
優
勝
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
第
3
位
の
初
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

個人8fITの永林拓輝君(左)と7fITの須藤光輝君(右)

玉

小

チ

i
ム
は
、
過
去
に
2

度
の
県
大
会
出
場
を
し
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
入
賞
を
逃
し
て
お

り
、
今
回
の
初
入
賞
の
朗
報
に
学

校
関
係
者
も
大
喜
び
で
し
た
。

な
お
、
個
人
で
は
、
須
藤
光
輝

君
(
6
年
・
小
高
)
が
第
7
位
、
永

林
祐
輝
君

(
6
年
・
中
)
が
第
8
位

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
斎
藤
久

矢
君

(
6
年
・
中
)
が
努
力
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

長校雄山
首

小
野

L
H
一
水

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
上
位
入

賞
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
区
、
県
南
、
県
大
会
を
通
し
て
4

人
が
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
も
入
賞
で

き
た
喜
び
は
大
き
い
で
す
。

1
位
か

ら
3
位
ま
で
は
僅
差
で
あ
り
、
全
国

大
会
も
ね
ら
え
る
チ
i
ム
で
し
た
己

R
U
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中
学
生
圏
内
研
修
報
告
(
上
)

広報たまかわ

北
海
道

を
研
修

今
年
度
の
中
学
生
園
内
研
修
は
、

7
月
幻
己
か
ら
鈎
巴
ま
で
の
2
泊

3
白
の
日
程
で
、
村
内
の
中
掌
2
年
生
川
名
全
員
が
参
加
し
て
北
海
道

の
道
央
地
区
を
研
修
し
ま
し
た
。

福
島
空
港
か
ら
往
復
に
飛
行
機
を
使
用
し
、
北
海
道
の
雄
大
な
自
然

と
文
化
に
ふ
れ
あ
う

3
日
間
の
研
修
は
、
生
徒
た
ち
に
大
き
な
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

北
の
大
地
『
北
海
道
』
の
自
然
を
体
感

福
島
空
港
内
で
結
図
式
が

行
わ
れ
、
車
田
村
長
と
団
長

の
小
林
教
育
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

須
釜
中
学
校
の
鈴
木
由
喜
枝

さ
ん
が
生
徒
を
代
表
し
て
研

修
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
福
島
空
港
か
ら

千
歳
空
港
ま
で
の
飛
行
機
の

搭
乗
体
験
か
ら
研
修
事
業
は

始
ま
り
ま
し
た
。

北
海
道
の
道
庁
所
在
地
で

人
口
問
万
人
の
札
幌
市
に
到

着
し
た
生
徒
た
ち
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
分
か
れ
て
、
事
前
に

計
画
を
し
て
い
た
内
容
で
市

内
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

札
幌
市
内
に
宿
泊
し
た
あ

と
の
こ
日
目
は
、
ル
ス
ツ
リ
ゾ

ー
ト
で
の
体
験
学
習
や
豊
浦

浜
で
の
地
引
き
網
の
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
室
蘭
市
の
地

球
岬
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
白
老

ポ
ロ
ト
コ
タ
ン
、
日
本
航
空

専
門
学
校
な
ど
を
視
察
し
て

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

福
島
空
港
到
着
後
に
解
団

式
が
行
わ
れ
、
小
林
団
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
泉
中
学

校
の
奥
野
広
詩
君
が
生
徒
代

表
で
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。(

9
月
号
に
つ
づ
く
)

平成11年8月
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むも

昨年の9月から村英語指導助手として、本村小学

生の英語教育や村民を対象にした英会話教室を担当

していましたアンナ・タペレルさんは、会月で任期

が終わってオーストラリアに帰国することになりま

した。
アンナ先笠は、気さくな人柄からそ子どもたちの人

気者であり、とても勉強熱I~'な先笠でした。帰国後
{立、マツコリー大学に復学して、将来は、学校の先

生になるための勉強に励むとのことです。

+宍'全

第28目玉J二1::肘金年球技玄会

一真霊 炎天下で熱き戦前三
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村
農
業
委
員
会
長
に
園
谷
氏

第
口
期
玉
川
村
農
業
委
員
会
の

初
め
て
の
総
会
が
、

7
月
お
日
に

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ新会長の圏谷房夫さん

ま
し
た
。

会
長
の
互
選
に
つ
い
て
は
、
前

会
長
職
務
代
理
者
の
園
谷
房
夫
さ

ん
(
南
須
釜
)
が
第
口
期
の
会
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
長
職
務
代
理
者
に
は

溝
井
賢
彦
さ
ん
(
小
高
)
と
鈴
木
茂

夫
さ
ん
(
北
須
釜
)
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
か
ら
古
本
を
村
ヘ
寄
贈

東
京
玉
川
会
(
大
木

吉
孝
会
長
)
で
は
、
7

月
日
日
に
関
か
れ
た
総

会
で
、
会
員
所
有
の
古
本
を
ふ
る

さ
と
玉
川
の
図
書
室
に
贈
る
事
業

を
承
認
し
ま
し
た
。

川
辺
、

夏
休
み
恒
例
、
児
童
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
、

玉
川
村
少
年
球
技
大

会
が
須
釜
小
学
校
校
庭
と
体
育
館

を
中
心
に
開
か
れ
ま
し
た
。

玉
川
村
青
少
年
健
全
育
成
村
民

会
議
主
催
の
同
大
会
は
、
児
童
の

夏
休
み
中
の
事
故
防
止
と
健
全
育

成
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
で
第

お
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

村
内
の
各
子
供
育
成
会
ご
と
に

チ
l
ム
を
編
成
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
日
チ
l
ム
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
9
チ
l
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
須
釜
小
学

校
校
庭
の
4
コ

l
ト
で
熱
戦
が
繰 村国書室内に東京玉川会文庫が設置されました

こ
の
度
、
会
員
の
増
子
道
男
さ

ん
(
江
戸
川
区
)
、
大
木
吉
孝
さ
ん

(
台
東
区
)
、
真
野
白
力
男
さ
ん

(
世
田
谷
区
)
か
ら
古
本
が
村
に
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

村
図
書
室
を
管
理
し
て
い
る
公

民
館
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
本
を
「
東
京
玉
川

会
文
庫
」
と
し
て
配
置
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

一
右
森
公
民
館
長
は
「
玉
川
会
の

皆
様
の
善
意
を
無
に
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
「
東
京
玉
川
会
文
庫
』

と
名
付
け
て
、
村
氏
の
皆
さ
ん
の

利
活
用
に
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

北
須
釜
が
優
勝

¥
¥
¥
 

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、

川
辺
対
中
と
な
り
、

8
対
1
で
川

辺
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
は
、
北
須
釜
対
小
高
で
決
勝
戦

が
行
わ
れ
、

ω対
9
の
緊
迫
し
た

ゲ
l
ム
で
北
須
釜
が
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。

3 2 i憂
位位勝

3 2 i憂
位位勝

J I1 小北
中須

辺高 釜

山北川
小須中
屋釜辺

'l 

。
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県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
石
川
地
区
大
会

平成11年8月

家
庭
バ
レ
ー

広報たまかわ

小
高
が
優
勝

が
準
優
勝

.{þ;ピ~@7ス.

IN 
ls [j &Ju [0 

平成11年8月広報たまかわ

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
石
川
地

区
大
会
は
、

7
月
間
自
(
自
)
に
石

川
町
総
合
体
育
館
で
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
、
本
村

代
表
の
小
高
チ
ー
ム
と
南
須
釜
チ

ー
ム
が
出
場
し
、
熱
戦
の
結
果
小

高
チ
ー
ム
が
優
勝
、
南
須
釜
チ
ー

ム
が

3
位
に
な
り
ま
し
た
。
卓
球

に
出
場
し
た
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
も

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
c

ま
た
、
雨
天
の
た
め
延
期
さ
れ

た
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

7

月
お
日
(
日
)
に
石
川
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
本
村
代
表
の
南

須
釜
と
山
小
屋
の
雨
チ
l
ム
は
初

戦
を
勝
利
し
、
南
須
釜
チ
1
ム
は
、

見
事
、
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
小
高
チ

ー
ム
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
南
須
釜

チ
1
ム
、
卓
球
の
玉
川
卓
球
ク
ラ

ブ
は
、

8
月
加
日
に
田
村
郡
内
で

行
わ
れ
る
県
中
大
会
へ
の
出
場
が

決
ま
り
ま
し
た
。

甲

へとヒ
Eコ

第
引
出
回
全
国
高
等
学
校
野
球
大
会

県
大
会
で
学
法
石
川
高
校
が
優
勝
を

収
め
、

6
年
ぶ
り
9
度
目
の
甲
子
関

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

学
法
石
川
の
三
塁
手
で
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
の
箕
野
目
雄
治
君
(
山
新
田
)
は
、

父
親
の
正
昭
さ
ん
と
と
も
に
役
場
を

訪
れ
、
車
田
村
長
に
県
大
会
優
勝
と

申
子
園
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

車
田
村
長
は
「
昭
子
園
は
暑
い
で
し

ょ
う
か
ら
、
健
康
に
注
意
し
て
頑
張

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
村
か

ら
の
激
励
金
を
贈
り
ま
し
た
。

8 

村花いっぱい運動協議会(車田次夫会長)では、

8月3日に花いっぱい運動に参加している各ボラン

ティア団体の代表者による花の管理状況の視察を行

いました。

規察に参加した代表者27名は、マイクロバスに乗

って、村内37箇所の地構え筒所を巡回しました。マ

りーゴ…ルド、サルビア、アゲラタムなどの花々が

見事に咲きそろい、ボランティアによる際草も行わ

れており、パッチワーク模様の花々に代表者の皆さ

んも感It，¥していました。

像

診

a
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参

a
w
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事
a
w
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a
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命

傷

@

e

a

w

a

切

a

a

w

a

w

e

e

a

w

e

e

像

診

e

e

診

争

@

窃

@

@

@

血

事

像

診

e

e

a

穆

@

窃

m

w

e

@

窃

@

a

w

品

物

品

切

第
組
問
福
島
県
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
川
辺
小
学
校
4
年
生
の
丹
内
揚

香
さ
ん
が
「
た
な
ば
た
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

福
島
民
報
社
で
受
賞
式
が
行
わ
れ
、

賞
状
と
記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。唱静

E竜

小
体
連
球
技
大
会

サ
ッ
カ
ー
で
玉
一
小
A
優
勝

第
沼
田
石
川
地
区
小
学
校
体
育
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

連
盟
球
技
大
会
は
、

7
月
日
日
に
ま
た
、
玉
一
小
体
育
館
で
行
わ

玉
川
村
2
会
場
、
石
川
南
2
会
場
れ
た
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
玉
川

の
4
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一
小
学
校
A
チ
1
ム
が
、
準
優

大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
場
ご
と
勝
と
な
り
ま
し
た
。

に
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
猛
暑
の
大
会
の
入
賞
チ

1
ム
は
次
の
と

な
か
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
お
り
で
し
た
。

ま
し
た
。

玉
川
第
一
小
学
校
会
場
は
、
改

築
工
事
の
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
競
技

を
村
氏
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
競
技
に

出
場
し
た
玉
川
第
一
小
学
校
A
チ

ー
ム
は
、
確
実
に
勝
利
を
収
め
見

(
玉
一
小
会
場
)

サ

ッ

カ

ー

優

勝

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

2
位

(
須
釜
小
会
場
)

サ
ッ
カ
ー

3
位

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

3
位

玉
一
小
A

小
A

須川
釜辺
小小

第26口播畠県緑の少a:団大会が大玉村の

ふくしま県民の森で関かれました。

大会では、さきに行われた少年団活動実績

発表大会の表彰式があり、玉一小緑の少年団

が信秀畠を受麗しました。

日本軍用協会福島県南麦部のさっき展

で、伏田章さん(竜崎)が「小昂の部jとf盆
養銘木の部Jの南部門で特別優等員を受鐘

しました。

伏白さんは、さっきの題昧について「ポ

ケ賠止と仲題づくりに最適です。これか

らも楽しみたいですjと話していました。

固さん

村
長
に
出
場

さっき展

IU優等
ヨ忽Z

弓e.

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

で
開
…

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
全
国
的
な
運

動
で
あ
る
第
必
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
が
、
本

村
及
び
石
川
・
東
白
川
地

区
保
護
司
会
の
主
催
に
よ

り
マ

1
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で

関
か
れ
ま
し
た
。

地
区
内
の
関
係
機
関
及

び
団
体
か
ら
附
名
が
出
席

し
て
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
広
報
用
映
画
の
鑑

賞
や
講
演
会
な
ど
を
通
し

て
非
行
防
止
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
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母と子どものしあわせのために

児童扶養手当は、父と生計を同じくしていない児童が育て

られている家涯の生活の安定と自立を聞けるために、児童の

母や母にかわってその児童を養脅している人に麦給されま

す。父と生計を同じくしていても、父親がl臼身に重度の障害

がある場合には支絵されます。

特別児童扶養手当は、易{本または培神に樟書のある児童を

監護又は叢書している人に麦給されます。

9月 26巴(日)に行われ

る第 1口福島空港玉川健康

マラソン大会の招待選手と

して冗オリンピック入謹選

手の中山竹通選手(大阪産

業大学高等学校陸上部監醤)

が来村します。

沿道でのと声援をお願い

します。

。。。
マラソンの申山選手が来村

第 1回福島空港玉JlI健康マラソン大会

貨

一石保

ツベjレクリン痘応検査

午後 1時30分~

19日(木)ツベJレクリン判定及びBCG接種・・

午後 1時30分~

20日(金)股関節脱臼検診・

午後?時30分~2時

27日〈愈) 機能訓練・・・・・・

午前10時~

圃団団圃の健康己、よみ

~玉川村少年球技大会より~

障害のあるお子さんのために

一容

-・・・・・事

イニー
，~ 

圃 9月

6B(月〉

土
漫
一
へ
偲

ア自(メo

(手当を受ける手続き)

手当を受けるには、村健康描祉係iこ構えてある詰求書に次

の書類を添えて提出してください。

①議求書と兜童の戸籍謄本

②請求書と兜嚢が属する世帯の住民禁謄本

(受給資格者)

易体又は精神に中度または重度の障害を脅する20歳未満

の児藁在監護している父もしくは母、または父母{こかわって

児童を養書している人。

(手当者受ける手続)

手当を受けるには、村健康福祉課福祉係に錆えてある請求

書に次の書類を添えて提出してください。

①講求書と児童の戸籍謄本

②詰求書と克憲が属する担帯の住民票謄本

③所定の診断書

機能訓練

午前10時~

すくすくクラブ・

午前10時~

理親教室・・・・

午前9時 30分~
膏児教護・....... 

午後 1B寺30分~

ポリオ予防接種・・

午後 1持30分~

ポリオ予的接種・

午後 1時30分~

10B(金) 1歳児棺談会・・・・

午後 1時30分~

14日〈火)三子宮がん集毘検診

午前9時~9時30分

午後 1 時30分~2詩・・

保健センタ 議:議室産公民館

お傑:石)11前保健センタ一 事:受付時間

〈中山選手のプロフィール)

1959年12月20日生まれ。長野県北安曇郡泡串町出身。

池田工業高等学校を卒業。85年広島ワ-)レド力ップで自己

記録2時間08分15秒で2位、86年ソウルアジア大会優勝、

88年ソウjしオリンピック4位、92年バルセロナオリンピ

ック4位なと輝力、しい記録で日本の工ースとして活躍した。

-・・・・・・ 3頁;

一須){懲

8日(*)

9日(木〉

42，130円

47，130円

〈手当の額)

・克童 1人のとき月額

・児嚢2人のとき月額

・児童2人以上のとき

指導 1人増すこ曹とに3，000円加算
51，250円

34，130円
月額

月額

〈手当の額)

1級該当児童1人につき

2級該当児童1人につき

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました

く御礼申しょげます。

官 57-4623村健康福祉課福祉係週間い合わせ先官 57-4623

法
務
問
石
川
出
張
所

が
統
合
廃
止

村健康癌祉課彊祉係

福
島
法
務
局
石
川
出
張
所
は
、

9
月
幻
日
(
月
)
を
も
っ
て
当
局
須

賀
川
出
張
所
へ
統
合
と
な
り
ま
す
。

向
日
か
ら
石
川
郡
内
の
町
村
に
属

す
る
登
記
事
務
は
、
須
賀
川
出
張

所
で
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

須
賀
川
出
張
所
の
所
在
地
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

同顧問い合わせ先

〒

9
6
2
1
1
0
8
4
4

須
賀
川
市
東
町
1
3
5
1
1

福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張
所

2
0
2
4
8
1
7
3
1
2
5
9
8
 

記

・J1!沼の大和田和子さん

地区

)11 辺

小高

岩法寺

竜崎

南須釜

お誕生おめでとうございます[
(6侍届出分)

保護者名

浩之

和典

清盛

誠

啓之

清

出生児氏名

味原圭汰

お 111 友 理

溝井健太郎

石森ゅうか

阿部海 111甲

高宮涼

(村社会需祉協議会)

-竜崎の湯沢康雄さん

・蒜生の真弓正光さん

-
E
M
M

帯
主

1，786戸(十4)

7，584人(十3)

3，741人(土0)

村のようす
(11年8月1日現在)

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

:t:'r毛:，grvトがまたや守宅〈る

3，843人(+3)

村

公

民

館

杖
を
頼
り
に
歩
む
も
時
に
気
を
遣
う
庭
ど
い
う
名
の
石
こ
ろ
の
道

桃
の
木
に
烏
の
ご
ど
止
ま
り
枝
を
打
つ
人
影
見
え
て
春
光
滑
っ

青
畳
擦
リ
ゆ
く
風
が
醒
め
よ
と
て
午
睡
の
わ
れ
の
頬
も
撫
で
て
ゆ
く

露
払
い
の
愛
犬
は
ゆ
く
従
い
て
わ
れ
も
盛
れ
り
鎮
守
の
森
に

睦
田
空
し
て
畝
せ
し
四
月
の
二
日
間
窓
に
訪
い
来
る
う
ぐ
い
す
の
声

腕
カ
の
劣
ろ
う
も
振
る
鍬
先
に
早
く
も
伝
わ
る
匂
の
味
わ
い

溝
ち
足
れ
ば
見
え
ず
間
噌
}
え
、
ず
人
の
声
今
反
省
の
冥
百
の
臼
臼

8月288C巴)午後2時か

ら3時30分までの問、福患

空港に全日空ポケモンジェッ

トが就航します。周辺住民の

皆様には、、道路混雑等でご迷

惑をおかけしますが、御協力

お願いいたします。

(福島空港管理事務所)

(6月届出分)

年 齢 世 帯 主名

72 庄治

88 賀行

85 正光

64 武男

79 康雄

50 幸広

地区死亡者氏名

川辺大和田ツルヨ

目黒信夫

蒜生真弓豊治

中小林静江

竜崎湯 j畢要次

南須釜若松健一

今
月
の
納
税

村

農

民

税

国
民
健
康
保
険
税

関
民
年
金
保
険
料

第

2
期

第

2
期

8
月
分

{
納
期
限
は
8
用
部
巳
(
水
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

針

ーみ‘

寸
次

小
針
み
ね
子

針

愛
子

吉
田

英
祐

長
那
木
さ
み

川
田

が、
ノ

庇

)q 
崎

主主
子

ハu
a
2
2
2

・ビッグパレットふくしま(郡山市)-ところ8月21日(土)、 22日(日)開鑑き-と
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今日の食卓⑮
今月のお題は

シリーズ

私
の
ふ
る
さ
と

「香味野菜を上手に使って

夏を乗り切ろうj

i
千
葉
県
柏
市

i

仁
井
町
弘
一
ず
さ
ん
(
竜
崎
)

私
は
、
東
京
都
北
区

の
生
ま
れ
で
す
が
、

4

歳
頃
に
千
葉
県
柏
市
に

越
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
ふ
る
さ
と

と
言
え
る
の
は
柏
市
で
す
。

柏
市
は
、

J
R
常
磐
線
と
私
鉄
東

武
野
回
線
が
、
ま
た
国
道
6
号
線
と

凶
号
線
が
交
差
す
る
交
通
要
所
と
し

て
、
人
や
車
の
大
変
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

都
心
ま
で
電
車
で
ぬ
分
ほ
ど
の
距

離
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住

民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
東
京
に
勤
め
て
い

る
方
が
多
く
、
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
発
展
し
て
き
た
街
で
す
。

子
供
時
代
、
家
の
周
り
に
は
、
ま
だ

田
ん
ぼ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
小

{毎日暑くて食欲がなく

てjという時こそ、香味野菜

(木の芽、みょうが、蕎じそ、

しょうが)、香辛料(力レー

粉、こしょう、ニンニク、し

ょうが)、酢など上手に調理

に使ってみましょう。

これらのものは、消悩液の分泌を促し、パテ気昧の霊

も美味しく食べることができます。

1人分エネルギー量

1?Kcal 

-書じそ 10枚

・塩 小さじ1/2弱
・しょうゆ数滴

『霊野菜の香り和えJ

各2本

51固
1かけ

料一

-なす、きゅうり

・みょうが

・しょうが

一材

川
の
水
も
き
れ
い
で
、
友
達
と
ザ
リ

ガ
ニ
と
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
取
っ
て
遊

び
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
幼
年
代

か
ら
街
は
急
激
に
変
化
し
て
、
今

で
は
当
時
の
面
影
は
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

柏
市
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ

の
柏
レ
イ
ソ
ル
の
本
拠
地
「
柏
ス
タ

ジ
ア
ム
」
が
あ
っ
て
サ
ッ
カ
ー
熱
が
盛

ん
で
す
。
柏
ス
タ
ジ
ア
ム
は
私
の
実

家
か
ら
近
い
の
で
、
熱
気
滋
れ
る
応

援
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

柏
市
出
身
の
主
な
有
名
人
は
、

元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
谷
沢
選
手

や
、
元
大
相
撲
力
士
の
娯
麟
児
関

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
頗
麟
児
関

は
、
小
、
中
学
校
時
代
の
同
級
生
で

し
た
が
頭
が
良
く
て
、
穏
や
か
な

方
と
い
う
印
象
で
し
た
。

方nJ 
作

①なす~へたを除いて縦半分に拐って、斜め切り

きゅうり"'"'2mm位の小口切り

みょうが~縦半分に切って、千切り

青じそ~縦半分に切り、干切り

②ボーんに①を入り、ざっくり混ぜ、塩を加えてよく

操む。j十気を絞って香りづけにしょうゆを2・3滴

たらし出来上がり。

心に残忍 輔;
我がふるさと

『故郷は変わった-
誇れるボランテイアによる

花いっぱい運動J
千葉県松戸市

松本光司さん(四辻新田出身)

私
は
昭
和
お
年
3
月
に
須
釜
中

学
校
を
卒
業
と
同
時
に
就
職
を
し

た
、
い
わ
ゆ
る
集
団
就
職
列
車
で

須
賀
川
か
ら
上
京
し
た
者
の
一
人

で
す
。
あ
れ
か
ら
必
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
一
昨
年
は
、
還
暦
に
当

た
り
同
級
生
が
母
畑
温
泉
の
八
幡

屋
に
集
い
、
付
制
年
ぶ
り
に
再
会
を

し
た
級
友
と
お
互
い
の
年
を
忘
れ
、

語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
四
辻
の
出
身
で
す
が
、

転
職
、
転
勤
で
一
時
連
絡
が
と
れ

ず
、
同
級
生
名
簿
に
転
居
先
不
明

と
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
再
会
で
き
た
皆
さ
ん

と
は
、
必
数
年
の
時
間
を
す
ぐ
に

取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
近
隣
の
有
志
の
方
々

と
は
何
回
か
集
う
機
会
を
得
ま
し

て
、
こ
の
度
の
東
京
玉
川
会
に
は
、

有
賀
五
郎
氏
の
紹
介
に
よ
り
初
め

て
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
次
第

で
す
。車

田
村
長
の
ご
挨
拶
の
中
で
一
福

島
空
港
が
国
際
空
港
と
な
り
、
成

田
よ
り
も
便
利
な
近
隣
地
域
の
利

用
客
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

誠
に
同
慶
の
至
り
で
す
。

必
l
m年
前
に
は
、
こ
ん
な
に

立
派
な
飛
行
場
が
出
来
る
こ
と
な

ど
想
像
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

空
港
を
中
心
と
し
た
開
発
も
大
変

結
構
な
こ
と
で
す
が
、
自
然
環
境

の
保
全
も
残
す
べ
き
も
の
は
残
し

な
が
ら
の
開
発
を
願
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
一
人
で
す
。

村
長
さ
ん
の
話
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
推
進
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

大
へ
ん
頼
も
し
く
郷
土
の
誇
り
に

思
い
ま
す
。
私
が
通
学
し
て
い
た

道
路
は
立
派
な
舗
装
道
路
と
な
り

快
適
そ
の
も
の
で
す
。
反
面
、
小

川
の
流
れ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
悶

め
ら
れ
、
こ
れ
で
は
魚
も
住
め
な

く
な
る
の
か
な
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
淋

し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
老
後
は
、
田
舎
で
暮
ら
し

た
い
な
と
憧
れ
て
い
る
昨
今
で
す
。
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